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中小企業の IoT 化支援事業
地方独立行政法人東京都立産業技術研究センター

トピックス

　地方独立行政法人東京都立産業技術研究センター
（都産技研）は、中小企業を対象に、産業技術に関す
る試験、研究、普及および技術支援等を行っている。
2018 年度から、新たに５年間の「中小企業の IoT 化
支援事業」を推進しており、中小企業の IoT 製品開
発、IoT システム開発を行うことを「IoT テストベッ
ド」、「公募型共同研究」、「東京都 IoT 研究会」「人材
育成」の 4 本柱を掲げている。現場での IoT の導入・
活用のための各種プログラムを展開し、IoT の啓発に
とどまらず「現場での実装」を目標としている。
　IoT（Internet of Things）とは、“モノのインターネッ
ト”と呼ばれ、あらゆるモノがインターネットにつな
がり、情報のやり取りを可能にすることを意味する。
例えば、工場では、センサが機械から稼働情報を収集
することで、遠隔制御や効率運転が可能となり、省人
化、エネルギーコスト削減が期待できる。

　都産技研は 2018 年 10 月 15 日、こうした活動の総
合支援拠点となる「IoT 支援サイト」を、臨海エリア
のテレコムセンタービル内に開設した（図１）。
　IoT テストベッドは、「IoT 展示エリア」、「システ
ム評価試験室」、「ハンズオン・テストスペース」で構
成される。「IoT 展示エリア」は、「スマート東京エリ
ア」、「IoT 基本技術習得エリア」、「IoT 体験・テスト
エリア」、「IoT 活用事例エリア」の５つのエリアがあ
る。
　IoT 基本技術習得エリアでは、IoT を４つの領域、
データの「収集」、「送信」、「蓄積」、「解析」に分けて
展示し、IoT の技術的要素をわかりやすく紹介してい
る。８つのセンサを（温度、照度、CO2 濃度など）稼
働させてデータを収集、グラフ化するライブ展示を行
うことで、現場での IoT 活用がイメージできる（図２）。
　IoT 体験・テストエリアでは、模擬生産ラインの稼
働状況を可視化するデモを、エッジとクラウドの仕組

図３図１

図２
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みの違いに分けて紹介している。エッジの仕組みでは、
小規模な工場がフリーソフトを活用して安価に DIY
で生産ラインを可視化できることを示している。クラ
ウドの仕組みでは、大規模な工場または複数拠点での
データ連携を想定し、実際のクラウドプラットフォー
ム上でデータを収集、可視化している（図３）。
　IoT 活用事例エリアでは、ポンプに設置した振動セ
ンサのデータを機械学習で解析し、効率的な設備診
断、故障検知・予防に繋げている事例紹介や、市販セ
ンサキットによる無人受付システムのデモを展示して
いる。
　システム評価試験室には４種類の試験機があり、有
線と無線の通信品質の評価を行う。上市前のIoT製品・
サービスを対象とし、10 Gbps 超の大容量データ転送
や無線の伝搬特定や妨害波耐性、波形・ノイズ評価、
サイバー攻撃耐性などを評価する。
　ハンズオン・テストスペースでは、都産技研の研究
員が IoT デバイスとクラウドをつなぐための実践的
な支援・アドバイスを行う。2019 年４月からは、実
際のクラウド環境を中小企業に開放し、「身の丈に合っ
た」クラウドシステム構築支援サービスを開始する予
定である。
　「公募型共同研究」では、中小企業の IoT 活用によ
る生産性の向上や、IoT 関連の製品開発を目指し、東
京都内の中小企業と都産技研が共同研究を行う。IoT
共同研究開発、IoT ソリューション研究、AI 活用実
証型研究などの分野で、１テーマにつき 500 万（１年）
～ 3000 万円（２年～３年）を上限として助成する。
　「東京都 IoT 研究会」では、2019 年２月末時点で製
造業やサービス業を中心に約 400 人が参加する。研究
会では、セミナーの開催やワーキンググループの活
動を通じた IoT に関する様々な情報収集・情報交換・
企業連携を目指している。現在、「現場で改善 IoT」、「観
光」、「製造業」、「農業」の４つのテーマでワーキング
グループが結成され活動している。
　「人材育成」では、中小企業で IoT を理解し活用
できる「IoT 人材」を創出・育成することを目指し、
IoT 活用に必要な知識を包括的に取得できる全４回の
講座を提供している。その他に、センサ、ソフトウェ

アタグを利用して簡単な IoT システムのプロトタイ
プ構築を体験するハンズオン講習会も開催している。

IPCO〔（一社）国際工業塗装高度化推進会議〕
で同所を訪問（事務局より）

　１月 29 日と３月 14 日に５月に開催される IPCO カ
ンファレンス及び部会の一つである IPCO Study で同
所を使用させていただき、１月 29 日には IoT 化支援
事業の説明と IoT テストベッドのご案内をいただき
ました。
　（地独）都立産業技術研究センター（都産技研）は
ゆりかもめ「テレコムセンター前」駅左側（豊洲に向
かって）ですが、同所は右側のテレコムセンタービル
東棟３階にあります。
　正式には同センター「プロジェクト事業推進部 IoT
開発セクター」で、都産技研の IoT の相談窓口となっ
ています。
　これから IoT を進められる企業や IoT を進めてい
る上でご不明の点がございましたらご相談されたらよ
ろしいかと思います。
　また、都産技研ノベーションハブで５月 10 日（金）
に第２回 IPCO カンファランスが「環境と IoT」とい
うテーマで行われます。ぜひともお越しいただければ
幸いです。

写真２　IoT テストベッドにて（説明を受ける IPCO メンバー）

写真１　IPCO Study 風景（同所多目的研修室にて）
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パウダー協として廃棄粉体リサイクル処理の今後の進め方について
事務局

環境

はじめに
　パウダー協としてこれまで廃棄粉体リサイクル処理
に関しては下記取組みを行ってきました。
①（株）小野運送店による特殊処理後のセメント会社
での活用
②ヤツイトレーディング（株）で境界杭製造での活用
　②に関しては 2015 年に取りやめとなり、同社も組
合を退会されました。
　それ以降、当組合としては廃棄分粉体塗料のリサイ
クル処理に関しては（株）小野運送店のみとなり他の
方法を捜していました。
　昨年末、ヤツイトレーディング（株）経由で（株）
大瀧商店の廃棄粉体塗料のリサイクル処理方法の紹介
が大阪支部の方にあり、事務局としても取り組んで参
りました。
　また、（株）大瀧商店には 2019 年３月 15日付で組
合にもご加入いただきました。
　ここで、（株）大瀧商店と（株）小野運送店のご紹介
と処理方法及び今後について報告致します。

1．（株）大瀧商店
①同社紹介
本社：〒649-6421
	 和歌山県紀の川市市田中馬場127-7
環境事業部：同　167-3，167-4　
事業内容：一般廃棄物処理業、産業廃棄物処理業、

製鋼用鎮静剤の製造販売、有価物売買
代表取締役：大瀧吉宏

②廃棄粉体リサイクル処理方法
　廃棄粉体塗料をフォーミング抑制剤に加工して製鉄
所の高炉に使用。
【フォーミング抑制剤とは】（粉体塗装研究会等での
（株）大瀧商店様資料より）
　高炉にて酸化鉄を 1500℃前後の温度で加熱し、酸
化鉄を熱分解することで鉄分を抽出し、鉄製品へと加
工されていきます。
　この鉄分を抽出する際に一酸化炭素の泡が発生し、
泡の層となって炉の中に溜まり、その泡を放置したま
ま製造を続けると、炉から泡の層がビールやコーラの
ように溢れ出してしまい、周辺施設に大きな損害が出
てしまうため、この泡を破壊するために、フォーミン

図１
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グ抑制剤が投入されます。
　泡の層を破壊するためには、泡の層に沈み込む比重
と、一酸化炭素の泡を破壊するための成分が含まれ、
尚且つ鉄製品に影響が出ないように銅や鉛、硫黄等の
重金属が入っていないことが要求されます。
　この一酸化炭素の泡を大きくし、破壊するための成
分が今回の粉体塗料にも含まれており、粉体塗料自体
の比重も高く、鉄製品に影響を及ぼす銅や鉛、硫黄分
等の重金属類が含まれていないため、他のフォーミ
ング抑制剤よりも加工の難易度は高いですが、焼却や
埋立でも処理困難物として扱われる粉体塗料を当社で
フォーミング抑制剤に加工し、有効活用していこうと
考えました。
　また、使用後に発生する残渣についても、スラグ製
品として様々な商品に加工され、使用されるため、使
用後も埋立地に行くことはありません。
　このリサイクル方法は一つの高炉で 500-700	t/ 月の
廃棄粉体塗料を処理することができます。年間で最
低でも 6000	t 必要であり、粉体塗料の年間販売量約 5
万 tの約 1/10 となりこれだけ廃棄粉体塗料が出ても

らっても困る量です。
　図１の左は加工して出荷されるまで、右は製鋼所に
て使用後の流れです。
　高炉スラグから生じるものは路盤材やコンクリート
用骨材、地盤改良用などに使用されます。粉体塗料だ
けの場合は肥料用として使用できるとのことです（大
瀧社長談）。
　このように、量としても、使用方法としても長続き
しそうな方法であり、当組合としても組合に加入いた
だき推進して行くことに致しました。

２．（株）小野運送店
①同社紹介
〒140-0004　品川区南品川 4-2-33
事業内容：運輸事業、倉庫事業、産業廃棄物処理
代表取締役：小野正彦　担当：部長　里吉正人

②廃棄粉体リサイクル処理方法
　粉体塗料と廃塗料を混ぜ粒状化剤を使用（図２）
　最後にさらさらになったものは、セメントの原料と
してリサイクル工場に運ばれ使用されます。

図２
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3．パウダー協として今後の二社支援に関して
①	（株）小野運送店での処理方法は量的に少ないので、
これまで通り進める分と（株）小野運送店としての
運送業の強みから東地区の廃粉体塗料を収集して
（株）大瀧商店の方に送付する方法を構築します（現
在２社にて検討中）。

②	（株）小野運送店における処理方法によりさらさら
になった物質のフォーミング材への使用の可否の
検討（現在検討中）

　当面、パウダー協としては情報提供、宣伝等により
廃棄粉体塗料の収集活動の援助を行うと共に今後の進
め方に協力して行く予定です。
　粉体塗料を取り扱う方達のご援助・ご協力よろしく
お願い致します。
　銅、鉛、硫黄等の重金属に注意が必要ですが、原料
粉体やその他の粉体、プラスティック等も可能だと思
うので今後に期待致します。
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第28回神奈川工業塗装まつり／塗装技能コンクール
事務局

トピックス

　今年も神奈川県工業塗装協同組合（理事長　堀切義
昭）主催で、東京工業塗装協同組合と埼玉工業塗装協
同組合が共催の第 28回神奈川工業塗装まつりと塗装
技能コンクール・工業塗装マイスター表彰式（まつり
とは別途開催）に昨年に続き見学及び参加させていた
だきました。

１．神奈川工業塗装まつり‐塗装技能コンクー
ル作品等展示

　毎年２月に工業塗装に従事するものの技術・技能
の向上を目的として開催されています。今年も２月
23日（土）～ 24日（日）に横浜新都市ビル９階セン
タープラザ（そごう横浜店）にて行われ、第一回目は
1992（平成４）年で今年は 28回目となります。

写真１　塗装技能コンクール作品 写真２　会場風景（当日終わりの時間帯）

写真３　カーリング・瓢箪作品展示物や工業塗装品展示物
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　会場では主催・共催団体の会員会社から出品された
作品が多数展示され、優秀作品には神奈川県知事や横
浜市長、川崎市長他後援団体の賞及び主催・共催団体
の長らの賞が贈られています（別途３月 22日に横浜
駅近くのキャメロットジャパン５階ジュビリーⅢにて
表彰式が行われました）。
　2011（平成 23）年に初めて見学して以来これまで
今回含めて7回目になりますが、年々見栄え、テクニッ
ク共々アップしているのが分ります。このため、二日
合計 11時間の展示で、昨年 1300人の来場者が今年は
2500人とほぼ倍増したと伺っています。
　技能コンクール作品は「指定作品」と「自由作品」
があり、その中から特別賞、優秀賞、奨励賞の各選考
作品が展示されていました。他に瓢箪や人形（ドラえ
もん等）に塗装を施した芸術品ともいえる特殊な作品
やビンに塗装をした一輪挿等が飾られていました。
　来年も行われます。横浜駅からすぐの所ですのでぜ
ひともどうぞ！

２．第27回工業塗装まつり／塗装技能コン
クール・工業塗装マイスター表彰式

　３月22日（金）午後６時から、ホテル横浜キャメロッ
トジャパンにおいて第 28回工業塗装まつり／塗装技
能コンクール表彰式及び神奈川県工業塗装協同組合マ
イスター表彰式が開催され今年も参加致しました。表
彰式には主催・共催組合関係者のほか、神奈川県、横
浜市等の後援団体、協力会社等多数の方が参加されて
いました。
　以下は、主催者内容です。
　表彰式は主催者である神奈川工業塗装協同組合の堀
切理事長の挨拶があり、次いで表彰に移りました。第
一部の塗装技能コンクール表彰式においては、特別賞
13名、優秀賞 10名、優秀作品賞等 13名の合計 36名
が表彰されました。
　第二部では卓越した工業塗装技術・技能をもって永
年にわたり塗装技能コンクールに貢献された第一塗装
工業（株）の高瀬則幸氏が神奈川県工業塗装協同組合
マイスターとして認定され、表彰を受けられました（昨
年からの認定制度で高瀬様は２人目です）。
　表彰後、ご来賓の方々のご祝辞の後、次いで恒例の
塗装技能コンクール審査委員の水沼高志氏の講評、懇
親会に移り、午後８時盛会裡に閉宴となりました。
　ちなみに
神奈川県知事賞	 第一塗装工業（株）	 高瀬　則幸氏
横浜市長賞	 第一塗装工業（株）	 菅谷　正和氏
川崎市長賞	 （有）西浦塗装工業所	 西浦裕次郎氏
他特別賞　計 13件でした。

写真６　表彰会場風景

写真４　堀切理事長挨拶

写真５　来賓挨拶（高橋工塗連会長・PD協監事）
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